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担当部所 ：栃木県産業技術センター 繊維技術支援センター
共同研究者：有限会社初山染工

STEP1 材料の選定と吸着性能の評価 STEP2 加工方法の検討と加工生地の実用性評価

《実験方法》 《実験結果》

65ppm

（例）

バインダーを使用した捺染法により繊維素材を限定しない消臭加工が可能です。

消臭性能：STEP1と同様
（試料は試作生地10×10cmに変更）

吸着力が大きい材料を選定 材料M1：着色性少ない，材料M2：洗濯耐性良い

浸染法

A1(炭) A2(炭) A3(炭，絹混紡) C1(M1加工) C2(M2加工)

ノウハウに
基づき実施

質量 wt%
消臭材料 20
バインダ 20
レデューサ 60
合計 100

捺染 乾燥 ベーキング

捺染法 処 方

← 作製生地写真

特記事項がない試料は
いずれも綿100%

着
色

性
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《実験方法と結果》

《加工方法》

洗濯方法：SEKマーク繊維製品の
洗濯方法に準拠

繊維への着色性：

加工前後の生地を測色
⇒ L*a*b* から色差を算出

維持

消臭性能

着色性

ブランク M0 M1 M2 M3

健康，快適への意識が高まる中で，繊維製品からの不快臭への対策が重要となっており，不快な臭気
成分を分解・除去できる消臭加工を施した繊維製品（消臭加工繊維）が数多く上市されている。

一方で，天然由来である事を付加価値として消費者に訴求する繊維製品も多数上市されていることも
踏まえると，天然由来の材料により消臭能力を付与した繊維製品には潜在的な付加価値があると考えら
れる。

高い消臭性能を有する天然由来の材料の例として活性炭があるが、繊維製品に加工する際に固有色
（灰色～黒色）が伴う点で製品の色展開（染色）に制約がある。そこで製品の染色に影響しにくい天然由
来の消臭加工材料について検討を行う。

●消臭加工に適した天然由来の無機系多孔質材料を見出し，加工生地が作製できた

●天然由来材料のうち，消臭性能を有し，繊維への着色が少ない加工材料を見出す


